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・遺伝資源の利用による水稲の耐冷・耐病・多収性品種の育成

担当者

実施期間

実施場所

井上正勝、岩野正敬、松永和久、 （昭和62年～）：堀米 査、森谷国男、（昭和60年～61年）

東正昭、国広泰史、内山田博士、小山田善三、琳篤 （昭和57年～59年）

昭和57年～65年

中華人民共和国 雲南省農業科学院

〔研究のねらい〕

中国雲南省は栽培稲の起源地とみられ、rru,J冷性、いもち病抵抗性の強し、在来品柾lカ、存在

する。これらを利用し、これに多収性草型の日本品種を交配して、主南省の糠稲地帯、と

くに標高1,500-2, 100 m地帯に適応するrfil;J冷 ・l耐；lL、もち病性をもっ多収品種の育成を進め

ている。

〔研究成果の概要〕

1 .昭和58年に 150余組合せの交維を行い、 il11'i.室内とiN南島で世代促進を縦リ返し、良質・

多収で、 rrrトli令性 ・rfrH病性カ、中程度の、将来奨励品砲として有望とみられる合系系統 l号

～13号を育成した。

2. これらの合系系統は 2年間、 13か所で区域試験 （奨励品艇決定制査）を行った結果、

合系 1号と合系10号は椋高1,700m～1,900 m地帯で、合系4号は牒高1,900～2,000111地

帯に普及できる可能性が認められたので、栽培面l枯拡大のための示範試験 （川町l困を兼

ねた拡大展示試験）を始めた。

3 合系 l号、合系10号は椋高1,900111地’市で故j官されている主摂136と比べ、 1f1i'li令性はや

や劣るが、草姿良く 、登熟歩合高〈、多収かつ良質である （表 1 ）。

4 合系4号はrfu・Ji令性は主横136と同紅！支で強〈、その他の特性は主糠136（こ比べ早生で草

姿良く 、登熟歩合高く、多収 ・良質で、いもち病抵抗性もやや強である。

5.芸南省、昆明では 6月中旬から収秘期にかけて雨期のために日照不足の傾向がみられる。

このため椋重引の雲南品種は登熟不良となり易〈、また雨のため刈りj!到しとなリ米質が

劣化し粉質化し易し、。上記合系系統の普及は芸南省水析の収量Jf／大と品目前l上に大きく

貢献するものと則待される。

問合せ先： ｛，ff究第二部長 029756 6306 

参考文献： 第21回熱帯農業研究国際シンポジウム 1論文集、

「遺伝資源利用によ る水稲育科」（1988)
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表－ 1 奨励品種となり得る有望な合系系統の主要特性

7. 26 17… ） I 5. I I 8 7 I 82 I :: : I :2 61 69 11 08 
7.22 83（中） 5. I 82 I 08 23 8 26. 6 7 I I I 2 I中 ｜良rγ ｜ 中 ｜ ～1900m 

又は ーやや弱
＋ 

1. 11 I 79（やや短） 4 .3 91 92 26. 2 IO. 4 77 121 やや良 やや良 （円－i）や平強 ｜向車｜標高1900
8. 3 88（やや長） 4. 0 78 132 26. 8 32. 7 64 I 00 不良 中 (Pi-i）やや弱 やや強 2000m 

図 1 いもち病に対する（品種）抵抗性の検定

（各プロットの周辺の枯れた稲は感染源の羅病性品種）

図－2 合系 1号の成育状態（表1参照）

図－ 3 合系4号の成育状態（表1参照）
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量ビジョンピーの特異的土壌燐酸吸収

担当者 阿江教治（中国農試）・有原丈二 （熱研センター）

実施期間 昭和60年～65年

実施場所 国際半乾燥熱帯作物研究所 ICRISAT（インド）

〔研究のねらい〕

熱帯半乾燥地帯の土壊としてアルフィゾル （亦色て、比較的』ιμこ富む土岐）とパーティ
ゾル （u音色で；塩基に極めて富む重粘土壌）は極めて重要である。

従来、ソルカム等はノ〈ーティゾルで生育がよく通常の燐般施JI巴によ ってさらに±＇／ 1収する

ことが知られていた。しかしビジ ョンピーはアルフィ ゾルに適令した作物であるとされて

いたにも拘らず、 w~般施)I巴による jfl収率が極めて低し、。 これらの現象のjfj!(ol引が必要である 。

〔研究成果の概要〕

1 .燐円安施肥前回、の少ない岡場で、チックピ一、ソルカム、ビジ ョンピーの生育を燐階地

用の有無で比較した（表 1 ）。 ノ〈ーティゾルではいずれの作物もが，fl~を （ ；品 1i）地用でJ',°"/

収する。しかしアルフ ィソルでは他の 2作物と以なリ ビジョンピーは燐階地用によって

t曽収しない。

2 燐l校現＼~添加の土AJI ,t~ ッ ト条例下で 5 作物の燐般｜段収量を比，，決した （表－ 2 ）。 アルフィ

ゾルでは大立、ソルガム、パールミレ ット、トウモロコシは＃占般欠乏によ って枯死する。

しかしビジョンピーはアルフィゾルで、もt五年同交｜リえWilを行ーし、Jllii司lれニヨ三官した。
3.燐般の給源として燐般ーカルシウムあるいは燐階鉄の試Wiーを力IIえ、ビジ ョンピ とソ

ルカムを砂羽｜ポットで栽培した（｜豆I-3）。その結米、ビジ ョンピーはソルカムがほとん

ど利用できない燐般欽を燐｜牧ーカルシウムと同様に｜以収不IJ用することがlリlらかとなった。

4 . 土上誕生成過位が具なるため、土J;j巳若干M員i般の Jl:'!f~は、パーテ ィ ゾルではカルシウムベリ、

アルフィソルでは鉄JI：リが主体となっている。これまで、土壊のj¥J(ii;') 1:1,~舵は作物にとってゴ， ・

有効態とされてきたが、ビジ ョンピーについては欽JI：竹炎階も有効態であると与えること

カイできる。

これらの結果は、ビジョンピーには高仙！な従米i¥'lの燐円安)j巴ti－を使用しなくてよいかもし

れないこと 、各師の作付体系下におけるピジ ョンピ の位置目fと利用法は向バちされるべき

ーこと、あるいは土l;J.tli¥'Jと関辿して作物の適地を選定できること等を示してお り、このよ

うな土4裂が多い熱’：；；斗土 ！~zJ此地’日？の笑 1：祭農業への大きな立献の可能性を子氾！させる 。

問合せ先 ：州究第一部長 029756 6305 
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図－ 1 ビジョンピー 図－2 チックピー

表一 1 低燐酸肥沃度の圏場におけるビジョンピ一、

チックピーおよびソルガムの乾物生産量

(t/ha) 

ビジョンピー

チック ピー

ソJレガム

3.21 

4.02 

5.86 

4.95 

5.65 

11. 03 

3.39 

I . 75 

3.24 

3.00 

2. 15 

5.66 * P,O, I 20kg/ha施周（過石）

表－2 燐酸無添加条件下における各種作物の燐吸収量（ポット試験）

r，門司・CL'C・・c一一一 ’太冨手ソJレガムパール・ミレッド トウモロコ，シl(mgP／ホット）

Alfisol 

Vertisol 

5. 72 

2.34 

I. 40 * 0. 59 * 
6.53 3.91 

0. 64 * 

5.38 

0. 51 * 

6. 13 
＊燐酸欠乏によ り生育途中で枯死

mgP／ホン卜

作
物

｜ ソルガム
30 

。）20 
燐
吸

〆・r， 

’f ／ノ Ca-P
ピジョンピー

Ca-P 
20ト p企~ニニ Fe-P.,,.~ - 
I 0トg〆 図－3 施用燐酸の形態堕I0トF

hl い ．一ー＿Fe-P ／ による作物の燐吸収量
r・,' ・ーー一一一ーー・

0 t.血三こ ol/ I I I の変化（砂耕ポット試
240 0 80 160 240( ppm） 験）80 160 

砂粉i夜中P,O，濃度
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・タイ国に分布する青枯病菌の諸性状及び系統類別

担当者 植松勉

実施期間 昭和57年～59年

実施場所 タイ国農業局植物病理部

〔研究のねらい〕

青枯病は、高 il.'cな熱帯邸境のもとでいろいろな作物に発生し、壊滅的な被害を与える。

本病をIS;JJぐには、発生生態に必づいた生態的 .,M極的な方法や抵抗品種の栽培など地域性

に合った総合的な方法による回避技術の陣立が必要である。 これら病原産iの生態究明や抵

抗性品種の育成を行う上に必要な基礎資料 を得るため、タイ国に分布する青枯病の夜mm
（宿主作物 ）、病原I量iの病原性（宿主範囲）などの諸性状を明らかにする。

〔研究成果の概要〕

1 .ショウ力、栽培地 におし、て広範囲にわたり茎業が姿i));J枯死し、塊似腐敗を起こす原l刻不

明の病害が発生していた。 この病害について分類学 的検討を加えたところ Psola11acean1111 

による育枯病であることカ、『確認された（図－ 1、 2 ） 。 また 、 東北部におけるゴ？の~i川

症は、青枯病と 同定された。 このほか、 トマト、ナス、チ リー（ トウカラシ）、タバコの

翠i+11i＇府を fit主認した。

2 'j'!j＇ ~＇ i!.i病閣の病原性と他め諸表現形質との聞に閑辿性のあることが長I.I られている 。 6H

の作物から得られた 6系統 105分 断陛i株 について、集部出、ファージ出、 Jill.汀＇i"',!i！、 ｝y_び

生理:1＇！等の諸 11予質と病原↑J：の｜剥係について検討したが、フ ァージ型を除いていずれも ｜刻

退Lは：言.2.ゲコらオLなカ‘った。

3 ショウカポ系統を指示1社｜として分雌した 3f11ファ ージの宿主;m，：囲は、 ショウカ、系統と他

系統｜品jで明II慣な相違を示した（表－ 1）。生理 引は、他の東南アジアのそれと同様に Ill引

が主であった（図－ 3）。

4 6舵作物カ益ら分／！JWした削4

全 fc)J：ζ ；＇＼:r＼＇.官主ミl株 は 、 ト7 卜及びナスに病原性 を有したが、バナナに病原性はなく、 他 の 4似た

言品川［I’iヰ：勿にはJ病 l京’性のあるIヰif.ヰえとないI茎l料ょヵ、あ った。 シ ョウカ、には、 ショウカ系占：：／1じのI町、l倒、

のみが病原性を有した。 これら病原性試験から、タイ ｜主｜のむ枯病fliは 3'II'(，におl別された
（表 2 ）。国際的には古i)i病砕iはその病原’｜生からレース 1（トマトなどを侵す）、レ ース

2 （ノ〈ナナを促す）、 レース 3（ジャカイモをf交す）に分けることカ、提訴三されている。 この

弘司iに従えは 、 タイの'j'!{i'i!.i '/i~酬は全T~，、｜株共レ ース 1 に Mi別されるが 、 ショウカに対する

病原性から表 2のようにさらに 3つのサプレ ースに分制するのカ、妥当と考えられた。

以上の結来、背キ；t；＇）耐の生態 州 究および抵抗性検定や愉作作物の選定などに際しては、的

原性の異なるTuli群が分布していることを考店、する必要がある。

閉会せ先： {,JI究校体rlW事tI'1~i· 02975 6 6349 

参考文献

Vivit haJindλS. ct al. ( 1982) Solllc b；，仁teriologiじ；iiυropertie討ofP sola11aceam111 inγhail,md. TD.-¥ 

Diviおion沿 Sc111imrReport in Iり品2

Bcnjathikul. S et al. ( 1982) Pathogcniciい’andhost range of six st rninsοf P solro1aceam111.’l"DA 

Division"s Sc111inm Report in 1982 
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国ー1ショウガ育枯病、左健全株、右病株（接種）

6種作物から分離されたタイの青枯病菌の生理型
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・沖縄地方におけるウンカ類の移動及び発生動態

担当者 鶴町畠市、安田耕司

実施期間 昭和田～62年度

実施場所 熱帯農業研究センター沖縄支所

〔研究のねらい〕

トビイロウンカ、セジロウンカは毎年熱帯、血熱帯より ilii¥帯へ移動、発生する析の害虫

であるが、 日本の亜熱帯地方での発生生態は不明の部分カ、多い。沖縄地域の年聞のJI色来と

発生の経過を明らかにして当地域における防除技術の改善と東アジア稲作地帯全域にわた

っている移動実態の解明に必要な拠点資料を得る。

〔研究成果の概要〕

1 低気圧と前線の東進に伴う南西風によるウンカJmの1従来は八重山地方では 3月に始ま

リ行Jj:間期の 5、6月に多かった。8月から11月には台風西側の北西風による大t,l:JI色来が
イ昨年みられ、10月以降大陸の高気圧の北風による飛来が昨認された。春夏J日Jに北上JI色来、

秋冬期に南下飛来ヵ、主体であった。

2.冬JUIと夏期の稲休｜品]JりJのヒコパエではウンカ紅！の生，iJ、が希れであ り、 またウンカwの
発生は各所の水田で一斉に長遡成虫の飛び込みから立fiまることから、八重山地方での越

冬、越夏は無いものと結II命した。－NJ作柄では 5月の怖r:l:iJりJのjl色来、 二期作稲では 9、

10月の台風によるj従来カ、発生ilJ；（となる。

3 ウンカlY:（が県介する稲ウイルス病はStripe,Grassy stunt, Ragged stuntの3tJが認め

られた。いずれもウンカ知の多飛来カ、稲の出棺均！にあたリ感染し9¥11:1.-、ためか被告は（氏か

ど

った。；q.1~，： rrの怖雨JIJJlこit!!.のウンカ矧と同時にJI色来するヒメトビウンカのStripe保持：虫率 く
は10%と高〈 、このII寺JPJのウンカ知は本病の流行地域から飛来すると推il!l］された。

問合せ先 ：調査情報部 029756 6349 



図－ 1 石垣市（・）におけるウンカ類飛来日の
風向風速図、 Aは梅雨前線（1987年6月24日）

図－2 ウンカ採集用空中ネット

図－3 トビイロウンカの長姐型成虫
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掴マレーシア・ムダ地区二期作水稲におけるウンカ・ヨコ1，＇イ類の発生生態

担当者

実施期間

実施場所

平尾重太郎 .i賓田龍一

昭和60年～62年

マレーシア農業開発研究所 （MARDI) アロスター試験場

〔研究のねらい〕

熱帯では米の増産対策として、水利施設を整備して水稲の二期作化を図っている。とこ

ろが、 二期作では従来の一期作とは異なり、病害虫の多発が最も大きな収量不安定要因と

なっている。マレーシアの穀倉地帯ムダ地区でも、 1979年にはウンカ矧が、 1981～ 83年に

はツンク、、ロ病 （ツマグロヨコバイ類が媒介）が多発し、大きな被害をもたらした。そこで、

発生子察法や防除法の改善のため、二期作で最も重要なウンカ ・ヨコバイ ftiの発生生態を （ 

解明する。

〔研究成果の概要〕

1 ウンカ・ヨコバイ類はいずれもイネを｜吸汁する。 トビイロウンカの岐汁害が最も大き

く、イネの基部に生息し（図－ 1）、世代を重ねて増殖し、出棺前後になると密度ヵ、高ま

って、放置するとイネヵ、枯死する （図 2 ）。 セジロウンカが加害するとイネの分げつが

jJI)制される。ツマグロヨコバイ類ではl吸汁害はないカ、ツングロ病を県介し、分，tつ数の

減少・不出穂となる。

2 子察灯でみると（図 3 ）、ウンカ ・ヨコバイ類は雨期作稲よりも乾期作稲で密度が高

かった。生息密度は トビイロウンカ＞ツマグロヨコバイ類 （2障のうちタイワンツマク

ロヨコノ〈イカイ霊占4重）＞セジロウンカのJI［貢で、あった。

3 本田でセジロウンカは 2世代経過し、例彼50-60日目第 2世代幼虫の密度が最も高 （ 
まり、次の成虫は本田から脱出した（図 4 ）。一方、トビイロウンカは 3世代経過して、

世代とともに増殖し、出穂前後第 3世代幼虫によ ってイネが枯死（hopper burn）する場合

と、第 2世代成虫の増殖カ、:jf[J制されてそのまま終惚する場合とがあった。後者の場合増

殖抑制要因として、天敵頬の密度や、乾期 ・雨期の違いなどがあった。ツマグロヨコバ

イ類は 3世代経過するが、後世代でもトビイロウンカのように密度が高まることはなか

った。

4. トビイロウンカの第 1世代では雌成虫でたl姐率ヵ、高く 移柑l後60日目頃にピークにな

った。この時期！の成虫密度調査により、出穂後の密度やhopperburnの発生が予iJ!IJできた。

その成虫密度水準は1if定的ではないが、 100株当り雌成虫約20頭が目安であった。また、

この時期にはセジロウンカ幼虫（第2世代）もピークとなるので、防除の要否が判定された。

問合せ先 ：研究第一部 02975-6-6354
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Eピーマンの被覆資材利用による夏越し長期栽培

担当者 中島武彦、飛騨健一

実施期間 昭和61年～62年

実施場所 広東省農業科学院、上海市農業科学院 （中華人民共和国）

〔研究のねらい〕

中固め大都市における町’菜摂取量は我が国 （年間約llOkg／人）とはほ同位度と推if!IJされ

る。しかし、 7月から 9月中旬までは高i1nL，強日射、H寺には台風、豪雨などによ って近郊

の野菜生産量は極めて少なくなり 特に需要が最近急増しているキュウリ、ピーマンなど

の高級野菜は大rJJk¥fこ値上りする。この対策として高冷地栽培が考えられるが、大都市周辺

には山地が少なく、かつ交通事情も悪いため、実行困矧である。そこで、広東省（広州市） （ 
と上海市で、被出によるピーマンの夏越し長WJ栽培の実用化を考え、被i史資材の効果を検

討した。

〔研究成果の概要〕

1 寒冷紗による全面白皮訟は高出期間中の増収効果は少ないが、高出期以降の生育が極め

て旺雌となり、全収量の増加が日Ji若iであった。特に、マルチをm用した場合の収量は民
地栽培の20数倍にもなり、顕著iな増収効果が認められた（表 1 ）。「広東」

2.黒色ポリエチレンフィルム、アブラムシの飛来をjJJJiltlJするムシコンマルチやアルミ蒸

着フィルム（シルバーポリ）などのマルチ単独効果については資材の有無、極知によ っ

て前期の生育や病虫害（主にCM V）の発生程度に若干差が認められた。しかし、後半

は一様にウイルス病に激しく侵され、無処理 （露地栽培）に比して全収量は僅かに多い

傾向が認められるものの、いずれの資材も長期栽培に対する実用的価値はほとんど認め

られなかった。「広束、上淘」

3.ハウスにポリエチレンフィルム、寒冷紗、遮光lJ莫を単独又は重複被記する場合、ハウ

ス内の温度上昇カ<"JJJJH11Jされるほど高iliiLJJJ問中に収量がi"tl1Jilする傾向が認められた。また、

中国ではアブラムシ伝慌のウイルス病や雨に比較的強L、ダニの被害が顕者で、 害虫の飛

来防止が長期栽培に必須で、あるが、寒冷紗の被出はこの面でも極めて有効と判断された。

「広東、上海」

問合せ先 ：制査情報部 029756 6347 

参考文献 ：中島武彦、 :11t騨健一、周微波、頼 凱。ピーマンの被似資料利用による夏越し長j制裁

培。 昭和63年度日本園芸学会春季大会講演要旨集



表－ 1 夏越し栽培のピーマンの収量に及ぼすマルチ資材と

白寒冷紗被覆の影響（広~1111)

段以倣iF；：：五二；J;:¥(J，：；民三；；日 •• • ••• , •••• ·• i!1 ¥JD三三二？I
無処理 48.3 ( 44.2) 559.5 ( 34.5) 

稲わら 78.9 ( 71.9) 1,066.2 ( 75.0) 

白黒タブル 155. 0 ( I 18. 9) I, 141 .4 ( 114. 2) 

シルバー 150.9 ( 82.8) I, 197.0 ( 83.3) 

平均 108.3 ( 79.5) 99 I . 0 ( 76. 8) 

* 10月28日正てJの全収量kg/I Oa、（ ）内は 9月までの収量

図－ 1 ビニールハウス（上）とマルチ（手前）の栽培状況

図－2 マルチ栽培状況
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園熱帯モンスーン地帯の水源流域における降雨流出とダみ貯水管理

担当者 北村義信

実施期間 昭和58年～62年

実施場所 マレイシア ・ムダ農業開発公団

〔研究のねらい〕

熱帯モンスーン地荷の水稲二期作の安定化は、雨李の余乗IJ7Jくを如何に効率よく 1¥IZ:手作に

運用するかにかかっている。そこで、マレイシア ・ムタ濯概地区のムタ ・プドゥ同ダムを

対象として、タム流域における降雨流出特性およびダム放流管理！の実態を解明し、これを

もとにダムの最適貯水管理手法の陣立をはかる。

〔研究成果の概要〕

1 .ムタ ・プドゥ同ij夕、ム流域（l,155km＇） を対象に降雨流出解析を行い、年間流出量 （平年

で64lmm／年）、日失雨量（3.6～5.2mm／日）、流出率（平均28%）等を1明らかにした。この結

果、タム流域からの実際の流出量は、計A画i]k出11lを約20%も下回ることカ、:jolj1リJした。

2. I降雨流出の時系列解析を行い、月単位、10日単位、 5日単位、日主iよ位データ仰の重回

帰モデルを求めた。

3 11年雨流出の季節i性を考慮して、乾季、中間字、問字勾の降間流出子il!IJモテ‘ル（ 日単位）

を4kJl(l2流出推定式）求めた。（区l 1 ) 

4 過去のf首理記録等から、ダム版流の実態を分析し、放流量を決定してきた要凶を明ら

かにした。またダム放流の管理rn失は、平年てイよ・Jl9%と推定された。

5.以上の知見から、熱’；；i'iモンスーン地’市の水稲二期作を前提とするiWiftt用タムのll'i7]':J~ ’ 

理において基本となり得る 「基却ll'i水1111tJit」を設定した。（図－2) 

問合せ先 ：制.'rl''l'i'J報部 02975-6-6363

参考文献： Kitamura,Y ( 1986) Rainfall-runoff analysis in the catchment area of Muda and Pedu 

Reservoirs. Northern Regional Water Seminar, Malaysia 

Kitamura, Y Rainfall-runoff in the catchm巴ntarea covered by tropical forests 

Jour Irrigation Eng. & Rural Planning ( J'止杭，1,)
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ムダ・ブドウ両ダムのための基準貯水曲線図－ 2降雨後の流出ノ〈ターン図 1
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